
第13-14講 授業を評価する
―授業を外在的・内在的に改善する－

社会系（地理歴史）
教科指導法



授業づくりの多様なアプローチを
何を基準に選ぶのか

社会の必要
- 民主的な国家・社会の発展には，なにが求められるか？
- どんな資質・能力を，どんな見方・考え方が求められるか？

子どもの必要
- 目の前の子どもたちの成長には，なにが求められるか？
- どのような支援が，どのような指導と学びが求められるか？

制度・政策の必要
- なにを教えることが求められているか？
- どのくらいの期間に，どの程度扱わなければならないか？



１．どんな市民を，どんな学力を育てたいか
（1） （科学的）分析…実証主義と授業づくり
社会の改良には，社会の仕組みに関する正しい知識と誤り
や失敗を受け入れる知的な謙虚さが必要。教室は，社会の
分析から得られた知識に基づいて常識を疑い，一人ひとり
の判断と選択を支援していく場とするべき

→ A: 学説を基盤とした教材研究

（2） （社会的）議論…構成主義と授業づくり
社会の形成には，異質な他者と対話し，新しい社会の仕組
みを作っていく能動的な姿勢が必要。教室は，社会と同じく
根拠に基づいて主張を交わし，私たちが折り合うことができ
るルールや合意を構成していく場とするべき

→ B: 教材を基盤にした教材研究

授業づくりの多様なアプローチを
何を基準に選ぶのか



２．子どもの学びがどのような状況にあるか
（1） 子どもがMQに回答できそう…
子どもに既知の理論・解釈を引き出し，
それをもっと批判的に修正・変革させよう！
→ A: 学説を基盤とした教材研究

（2） 子どもがMQで揉めそう・割れそう…
子どもの多様な理論・解釈を引き出し，
それをもっと協働的に調整・再構成させよう！
→ B: 教材を基盤とした教材研究

（3） 子どもがMQの意味を理解できなそう…
子どもの素朴な理論・解釈を引き出し，
それをもっと反省的に意味づけさせよう
→ C: 体験を基盤とした教材研究
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授業づくりの多様なアプローチを
何を基準に選ぶのか



予習課題

予習課題。資料を読んで，2-5分の映像
に表現しなさい。
所定ドライブにアップロード→ 7/29締切
「かがみやま映像フェスティバル」 ノミネート作品

（1） 三本松小学校の実践…左
（2） 棚橋先生が提案する実践…中左
（3） 岩下先生，桑原先生の意見…中右
（4） 谷先生の提案…右



三本松小学校
（指導案１）

棚橋 健治
（指導案２）

谷 和樹
（シミュレーション案）

桑原 敏典
（分析１）

岩下 修
（分析２）



4部門へのノミネート作品から，TAと草原
で優秀賞を選定しました。

受賞作品を報告します。そのあと，受賞
作品を皆で視聴します。

（1）三本松部門 （2）棚橋部門

（3）岩下・桑原部門 （4）谷部門



演習課題１

作品を視聴し，以下の問いに答えよう。

（1） 棚橋先生は，三本松小学校のオリジナル
授業をどのように，なぜ改善したか

（2） 桑原先生と岩下先生では，なぜ棚橋の改
善案の評価が異なるのか

（3） 谷先生は，棚橋改善案を，どのように，な
ぜ改善したか

（4） 授業研究の成功のカギは何だろう？



授業改善の事実－指導案1から2へー



ゼノキ・棉・サトウキビ・茶などの工芸作物と商品加工に有利な60種品目を紹介



授業改善の事実－シミュレーションへー

自給自足の
社会

お金で売り買いする
社会

なぜならば



実 践

計 画

モデル

理論Ａ

実践した場合の
計画の効果の評価

岩下

実践とは切り離した
モデルの合理性の評価

桑原

（個別的・具体的）

（一般的・普遍的）

Ⅰ 授業改善の対象と基準



１．目標は，態度・生き方の育成から，思考力の育成に
重点を転換する
- 社会科固有の学力は知的好奇心＋社会認識の形成

２．内容は，人物の努力・偉業から，時代の構造・変化
に差し替える
- 向山周慶の砂糖づくりの経緯とその優れた技術

- 向山周慶の砂糖づくりに象徴される商品経済への移行

３．方法は，行為の意味や価値への共感から，行為が
賞賛される理由の資料分析に移す
- 物語化（劇・紙芝居），評価の聴取→歴史的意義の理解

- 財政の分析，農業書の思想比較→社会変動の説明

Ⅱ 授業改善の方法・手続きー棚橋の場合ー



教科＝社会科の理念・目的にもとづいて，
「理解（一元的な態度形成）」に代わる
「説明（本質的な認識形成）」の有意性を説く

（一般的・普遍的）分析・評価

実 践

計 画

モデル

理論Ａ

開発 ・創造（個別的・一回的）

批判

実 践

計 画

モデル

理論Ｂ

三本松
小学校

棚橋



１．導入部は，子どもの発表から始めるのではなく，
教師の解説に代える
- 向山周慶と砂糖づくりの事実について紹介

２．展開部は，中心概念を確認した上でMQを提示
→ 作業課題と回答のフォーマットを与える
‐ 当時の「自給自足」とはどのようなことか，調べなさい。
辞典やインターネットで調べなさい

‐ 讃岐での砂糖作りの広まりは，「自給自足の社会」 を
「○○な社会」に変化させたと考える，その理由は…

３．終結部は，MAをまとめ，応用をはかる
‐ 「阿波の藍」はどうだろう，阿波はどう変化しただろう

Ⅲ 授業改善の方法・手続きー谷の場合ー



目標に準拠した合理的な代案づくりから，
ある状況下で効果を発揮する代案づくりへ

開発 ・創造（個別的・一回的）

実 践

計 画

モデル

理論Ａ

（一般的・普遍的）分析・評価

批判

実 践

計 画

モデル

理論Ｂ

谷

棚橋





- 内在的な批判・改善
授業者が掲げる目標を達成する手段（内容・方法）
に認められる課題を指摘し，代案を提案する
→発問とその配列，教材とその提示，知識とその構造，

知識の指導法，学習形態…などの修正

- 外在的な批判・改善
授業者が掲げる目標で指導したときに予期される
課題を指摘し，もっと意義が高い目標と内容・方法
を提案する

協働＝同僚性を基盤にした専門性の向上

技を問う

志＝哲学を問う



本日の概念

授業研究（Lesson Study）
教師集団で授業を観察したうえで，その成否や課題を
集団で省察＝リフレクションし，改善していく協働的な
研究。教師の専門性向上の場。
（1） 目標とその実現方法=工夫，成果の省察…授業者自身

（2） 実践の内在的な批判・改善…参観者＋指導助言者

（3） 実践の外在的な批判・改善…参観者＋指導助言者

授業者のワザと思想，両方に学び
改善に至るかが，成否のツボ。

How to? だけでなく，Why/What?
を問う協議の場としたい

本日の概念６



本日の概念

逆向き設計論（ウィギンズ，マクタイ）
はじめに子どもの到達点＝ゴールを明確にした上で，評価と指導
をつくったならば，単元は首尾一貫する。

（1） 求められている授業の成果を明確にする…目標

（2） 成果を材料と規準を決定する…評価の対象・方法

（3） 成果を表出させる学習過程を計画する…小単元と授業

「棚橋・指導案2」では，子どもの学習成果を表現させる場とプロセスの
の設定が不十分。だから「谷プラン」が要求された

地域の開発

形成したい概念
（自給自足経済
→商品貨幣経済）

１．あらかじめ「自給経済」の意味に
ついて調べさせる
２．東讃地域における「さとうきび」
つくりの始まりとその意味を教える
３．変化の理由を考えるための資料を
集めて与える→発表させる
４．理由をまとめる
５．他地域では，どのような商品作物が
生産されたかを調べさせる。

江戸時代に農業が大きく変化したのは，
① 米作りができない地域があったから
② 藩が商品作物を奨励したから
③ 商品作物が高く売り買いされたから
④ 売買できる経済力があったから

本日の概念６


